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～量子通信の長距離化をめざして～
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量子暗号による秘匿通信の長距離化に向けて、量子もつれ状態にある光
子対を活用した方法が研究されています。量子もつれ状態とは、光子や電
子などの量子サイズの粒子間に生じる非古典的な相関関係で、それぞれ
の粒子を遠くに引き離してもその相関関係は途切れることはありません。こ
の量子もつれ状態にある光子対を光ファイバを利用して長距離伝送し、遠く
離れた二者間での量子もつれ状態の共有を目指しています。

これまでの量子もつれ状態の長距離配送は、全長２００ｋｍが最長でした。この
配送距離を更新するために、周期分極反転ニオブ酸リチウム（ＰＰＬＮ）導波路に
おける自発パラメトリック下方変換で量子もつれ状態にある光子対を生成し、高
効率・低ノイズ化された超伝導単一光検出器（ＳＳＰＤ）で量子もつれ状態の検出
を行いました。これにより伝送系全体の信号雑音比が改善され、量子もつれ光子
対の光ファイバ中での全長３００ｋｍの長距離配送が実現しました。
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量子もつれ光子対の光ファイバ中での３００ｋｍ伝送実験図 ＰＰＬＮ導波路を利用した量子もつれ光子対生成

３００ｋｍ配送された量子もつれ光子対の２光子干渉測定


